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花 岡 三 賀
1,は じめに
わが国の65歳 以上の高齢者率は急速に進展 し、2005





は、1975年 が48。5%、2004年 が18.9%と 減少傾向を
示し、その～方では単独世帯、夫婦のみの世帯は倍増
している。 このように高齢者を取 り巻 く環境や人口構
成の変化、家族をめぐる価値観は著 しく変化 している。
現在、我が国の高齢者福祉の基調は、施設福祉か ら





者の負担を軽減す るために介護保険制度 が導入 された
が、介護疲れによる虐待や殺人といった家族関係が損














(1)家 族介護 とい う言説
親族の結束を固める儒教の道徳は、日本の社会や看
護の在 り方に影響を受けている。新村(1989)は 万葉
集には、「親 が病気 となれば子は官 を休んで看護に努め、
親が寝たきり状態や障害を持つことになれば、子は官
を辞 して親の看護に専心を努 めなければな らなかっ
た」 と記述 され、看護 ・介護の在 り方が儒教倫理に影
響 している。
武家社会においては、武士が老親の看病や介護に付





立され、1881年(明 治15)の 病院数は626に も及び、
在宅ケアは、1888年(明 治22)よ り公衆衛生活動 とし
て保健婦(師)を 中心に病気 に掛 かっても病院に行 け
ない患者を対象に家庭へ出向く派出看護が開始された。
現在、行なわれてい る訪問看護 とは異なるが、古 く
から医療の訪問サービスを保健婦(師)に よって受け
ていたことが伺える。また、家族介護の意識 は、天皇
制を支柱 とする近代国家 を確立す るために、天皇制を
基盤 と成す 「家」制度が採用 され、さらに親 に対す る
「孝」 と天皇に対する 「忠」 とい う信条な どが教育を
通じて強化 されていった。明治期においては、「引き取
り扶養」とい う形で明治民法でも家庭内の高齢者の扶
養 も介護 も一体のもの として扱われてお り、法的にみ
ても高齢者 の扶養や介護は家族が家庭で行な うもの と
いう規範が強かった。大正になっても、「家制度」によ














1963年(昭 和38)に 老人福祉法が制定 されたが、この
時代は貧困対策の一部に過ぎなかった。
昭和40年 代頃から老人の生活状況は深刻化 し、1970
年(昭 和45)に 、高齢化率は7%を 超え高齢化社会を
迎えた。それ と同時に人 口は都市へ と流出しサ ラリー
マンが増加 した。また結果 として、専業主婦も増え女
性に介護を委ねることになる。1912年(昭 和47)に は、






度 によって 「老人専門病院」が全国に登場 し始め、専







られ在宅ケアが制度 として実施 され るよ うになる。 し
か し、介護は家族に委ねるとい う伝統的な考えが根強
く、高齢者対策に本格的な姿勢を示すのはこれ以降で
ある。前述 したように、わが国は世界に例 をみない く
らい急速に高齢化が進展 し、高齢者の問題は1970年 以
降 から関心が高まる。表1に 示す ように、1980年 代後
半より高齢化 に対する社会福祉政策への転換が迫られ、
1989年(平 成元)に 「高齢者保健福祉推進10力 年戦
略(ゴ ール ドプラン)」 が実施され、ホームヘルパー、
デイサービス、ショー トステイ(短 期入所)の 「在宅
3本 柱」と呼ばれる在宅支援が展開され るよ うになる。
その後、1994年(平 成6)に 「新」 ル ドプラン」、2000
年(平 成12)に は 「ゴール ドプラン21」 が制定され、
「介護保険制度 」が導入され る。
介護保険制度は、社会保険方式によ り、要支援及び要
















































の雑誌 と学会発表を幅広 く収集 した索引雑誌である。


















検索範囲 とし、この期 間に発表 された原著論文、会議
録な どを含めた論文を取 り扱った。




本研究では、 「医中」 と 「CiNii」の文献 を抽出 し一
覧表を作成 し、高齢者 を対象にしないもの、重複 した
ものを除いた254件 を文献対象 とした。
Tablet医 学中央雑誌からの検索論文数




Keyword家 族介護 在宅介護家族介護者 在宅介護者
論文4991277 2421137






*1980^-2006ま で の文 献
4,結 果および考察
(1)5年 次の論文数(1980～2006年)
家族介護者に関す る論文数 は、.;,～1990年 が3件 、









族介護者 とい うキーワー ドで論文 を執筆 したのは、




1996～2000年 は42件 であったが、2001～2005年 は約
一67一

































ス、 うつ病、悩み、燃え尽き(バ ーンアウ ト)な ど、
後者は、満足感、生きがい感、充実感、継続意志、介
護濃肯定感などであった。 これ らの因子は、心理測定




入所な どの介護サービスが提供 されるよ うにな り、 こ
れ らの効果や利用頻度 について検証され るよ うになる。
図2に 示す とお り、2000年 の介護保険以降か ら論文数









た。また、対象者 も70年 代は寝たきり老人に焦点化 さ

















る時期」 と称 し、家族介護者研究が始まる時期 と推察
した。まず、その背景には70年 代欧米で要介護者 を介
護す る家族の負担 に関する問題が注 目され、その後介
護負担感を測定す るスケールが開発 されたこ とである。
金(2001)は 、「アメリカでは、1970年 代から要介護
高齢者 の家族介護者の負担感 が焦点にな り、負担感を




1980年 には、アメ リカ、ペ ンシルバニア州立大学の
老年学研究者Zaritが 痴呆性老人注)を 介護する家族
負担のスケール(尺 度)を 測定 した以後、急速に我が
国でも1980年 後半から"burden"(負 担あるいは負担
感)と い う用語 を用いて介護者の介護負担の調査が行
われる。文献データーベースをみると、1989年 に 「家
族介護者の うける負担一負担感の測定と要因分析」と
い うテーマで中谷、東條がZaritの 負担感 スケールを
用いて調査を行っていた。また、老人保健法(1982年)
により、在宅ケアが制度 として開始され在宅介護者が
注 目されるようになり、保健 ・医療 ・福祉の連携や在





る調査が進められ るよ うになる時期 であった。
②第2期(論 文数17件):1991～1995年
「ス トレス、a一 ピングの尺度適応時期」
第2期 は、1989(平 成元)年 のゴール ドプランの影
響を受け、1990年 代は計画的な高齢者保健福祉が推進
され家族介護者に関す る研究 も、ス トレス、 コーピン
グに関する尺度の適応を巡って調査が行なわれる時期
であった。介護負担研究では、Zaritの 介護負担感以
外に、ス トレスとい う側面から1984年 にLazarus&
Folkmanに よってス トレス認知理論が提唱されてから、
介護ス トレスの問題にっいても研究が進められ るよ う
.'
になる。ス トレスが生 じるメカニズムについてR.S.ラ
ザ ラスは トランスアクショナル(transactiona1)・ モ
デル を用いて次のように説明 している。ス トレッサー
が心身に及ぼす影響は、故人がス トレッサーをいかに
認知 し、それに対 して どのようにコーピング(coping)
したかといった個人の対応によって異なって くる。
このような知見の影響 を受け、家族介護者に関 して
の負担研究 も、和気(1994)新 名(1995)翠 川(1993)




が設置 され平成5年 ～平成7年 に家族看護学 に関する




第3期 は、在宅福祉 が市町村 レベルで行われ公的な
介護保険制度が導入 され るまでの時期 である。在宅ケ
アは、看護師、ホームヘルパーなど多様な専門職 が介
入 し、看護の専門性や質が問われ る時期 であった。
伊達(1998)は 、看護婦の立場から[家 族介護者が
訪問看護婦に抱 く期待」について調査を行っていた。
退院後、家族介護者は病院か ら放 り出 されたと感 じる
場合は不安が強 く、訪問看護婦は家族介護者の精神的















ー トした介護保険制度 は、医療 ・介護 ・福祉 の実践活
動に影響を与え、特に実際 に介護 を行 っている家族介
護者に とっては大 きな変化である。
従来 のシ ョー トステイ(安 部 ら2001)の 調査だけで
なく、在宅福祉サービスの評価(新 田2003)、 介護サ
ービスに関 しての意識 と評価(樋 口2004)、介護保険
サー ビス利用 している家族介護者 の介護負担感の現状
(榊原、糟谷2005)な ど介護保険に関連 した研究が増
えてい ることが特徴的であった。 また、論文数の増加



























が制定 され、1970年 代後半から寝たき り老人を対象 と
した訪問看護が行 なわれ るよ うになった。 この時期 に
一70一
は、病院や行政のサー ビス として提供 されたが、老人
保健法(1982年)が 施行され、自治体 の訪問看護が訪





















また、在宅介護 を進めて行 く上で、医療 ・保健 ・福
祉ネ ッ トワー ク作 りが重要である と強調 され リハ ビリ、
福祉な どの近接領域に も波及する。特に、2000年 の介
護保険が導入 されてか らは、論文数が42件 か ら143
件 に漸増 している。 このように、家族介護者の文献を
取 り上げこれまでの動向を分析す ると、その時代の社
会情勢 と福祉施策の影響 を受 けなが ら、研究テーマも

























老々介護 と叫ばれる時代にな り、これ までの長い人




エ リクソン(1982)は 、成人期 を生成継承性という概
念 を用いて表わ している。生成継承性 とは、子どもを
産み育てるという狭義な意味だけではな く、広く次世
代に残すものを世代か ら世代へ と継承 してい く働きを




介護は、保育 と異な り人生の長い年月に培 われた人
間関係 に左右 されながら介護 とい う人生の課題に直面
する。それは、人それぞれ固有の ものであ り、100人
100色 であろ う。 このように家族介護者は、多様な心
的発達をしながら成人期から老年期へ と移行する。今
後は、家族介護者の介護問題 に関す る要因を明らかに
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痴呆:「 痴呆」とい う言葉が差別的 とい う意見を踏まえ平
成16年 から「認知症(に んちしょう)」と呼称を改正した。
(研究生)
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